
気候変動対策
地球の未来のために

特集

小
型
ボ
イ
ラ
ー
施
設
や
冬
季
の
暖
房
設

備
に
お
け
る
生
石
炭
燃
焼
、
火
力
発
電

所
の
老
朽
化
に
よ
る
燃
焼
効
率
の
低
下

な
ど
か
ら
、
大
気
汚
染
物
質
や
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
増
加
を
招
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
の
対
応
策
の
一
つ
と

し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
促

進
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
モ
ン
ゴ
ル
で

初
め
て
風
力
発
電
所
を
建
設
・
運
営
し

た
イ
ン
フ
ラ
投
資
会
社
ニ
ュ
ー
コ
ム
と
、

日
本
で
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を

展
開
す
る
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
の

S
B
エ
ナ
ジ
ー
が
ク
リ
ー
ン
・
エ
ナ

ジ
ー
・
ア
ジ
ア
を
設
立
。
風
力
資
源
が

豊
富
な
ゴ
ビ
砂
漠
に
、
モ
ン
ゴ
ル
で
2

番
目
と
な
る
ツ
ェ
ツ
ィ
ー
風
力
発
電
所

を
短
期
間
で
造
り
上
げ
、
17
年
10
月
か

ら
稼
働
し
て
い
る
。
同
社
の
エ
ン
フ

ト
ゥ
ブ
シ
ン
・ 

ト
ゥ
ル
ボ
ル
ド
さ
ん
は
、

「
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
は
も
ち
ろ
ん
、

経
済
面
か
ら
見
て
も
、
老
朽
化
し
た
火

力
発
電
所
を
稼
働
さ
せ
る
限
界
費
用
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
を
稼
働

さ
せ
る
そ
れ
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い

ま
す
」
と
有
用
性
を
語
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で

初
め
て
の
海
外
投
融
資

　
高
さ
1
3
0
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な

風
車
が
25
基
。
モ
ン
ゴ
ル
の
電
力
需
要

の
約
5
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
50
メ
ガ

ワ
ッ
ト
が
発
電
可
能
な
ツ
ェ
ツ
ィ
ー
風

力
発
電
事
業
に
、
J
I
C
A
は
資
金

面
で
協
力
し
て
い
る
。
欧
州
復
興
開
発

銀
行
と
協
調
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
分

上  ： 発電所の建設に関
わった約500人の作業員
のうち、95パーセントはモン
ゴル人。相手国との協働
を図る「質の高いインフラ
パートナーシップ」として現
地社会にも貢献する。下 ： 
17年10月、ゴビ砂漠で行わ
れた完工式。発電所は計
画よりも約3か月早く完成し
た。

野
で
は
初
め
て
と
な
る
海
外
投
融
資＊
1

に

よ
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。「
16
年
は
、

モ
ン
ゴ
ル
経
済
が
足
踏
み
し
て
い
た
時

期
。
海
外
投
資
家
や
国
際
開
発
金
融
機

関
は
モ
ン
ゴ
ル
の
市
場
参
入
を
断
念
、

あ
る
い
は
留
保
し
て
い
ま
し
た
。

J
I
C
A
の
融
資
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、本
事
業
は
実
現
し
た
と
思
い
ま
す
」

と
ト
ゥ
ル
ボ
ル
ド
さ
ん
は
振
り
返
る
。

ツ
ェ
ツ
ィ
ー
風
力
発
電
事
業
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
開
発
分
野
に

お
け
る
優
れ
た
融
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

表
彰
す
る
、
イ
ギ
リ
ス
の
『
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
誌

の
「IJ Global A

w
ards 2016

」
を
ア

ジ
ア
・
大
洋
州
に
お
け
る
風
力
発
電
事

業
部
門
で
受
賞
す
る
な
ど
、
世
界
か
ら

も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
年
間
供
給
可
能
電
力
量
の
目
標
値
で

あ
る
2
億
1
8
0
万
k
W
h
か
ら
換

算
す
る
と
、
ツ
ェ
ツ
ィ
ー
風
力
発
電
事

業
で
は
年
間
17
万
6
5
7
5
ト
ン＊

2

の

C
O
2
が
削
減
可
能
と
な
る
。

　「
そ
の
豊
富
な
供
給
電
力
で
東
ア
ジ
ア

の
各
国
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
送

電
網
で
つ
な
ぐ
国
際
送
電
網
構
想
が
あ

る
が
、
主
と
な
る
の
は
、
偏
西
風
の
力

と
効
率
よ
く
注
ぐ
太
陽
光
の
力
を
併
せ

持
つ
モ
ン
ゴ
ル
の
南
ゴ
ビ
砂
漠
。

2
5
0
メ
ガ
ワ
ッ
ト
ま
で
拡
大
可
能
な

ツ
ェ
ツ
ィ
ー
風
力
発
電
所
が
、
そ
の
主

役
と
な
れ
る
よ
う
推
進
し
て
い
き
ま

す
」
と
ト
ゥ
ル
ボ
ル
ド
さ
ん
は
モ
ン
ゴ

ル
の
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
の
未
来
を
見
据

え
る
。

緩
ツェツィー風力発電事業 2016年9月～2017年10月案件名

モンゴルでは経済成長に伴い電力需給がひっ迫。エネルギー源のほとんどを
石炭に頼るため、深刻な大気汚染にも悩まされている。JICAが支援した
「ツェツィー風力発電事業」は同国で2例目となる風力発電事業だ。

偏西風が生む
夢のエネルギー

環
境
と
経
済
を
両
立
さ
せ
る

風
力
発
電
事
業

　
近
年
、
著
し
い
経
済
成
長
を
遂
げ
て

い
る
モ
ン
ゴ
ル
。
2
0
1
6
年
度
か

ら
3
年
間
の
G
D
P
成
長
率
は
そ
れ

ぞ
れ
、
1
・
2
パ
ー
セ
ン
ト
、
5
・
3

パ
ー
セ
ン
ト
、
6
・
9
パ
ー
セ
ン
ト
と

右
肩
上
が
り
で
伸
び
て
い
る
。
豊
富
に

埋
蔵
さ
れ
る
石
炭
を
軸
と
し
た
鉱
業
の

発
展
に
伴
い
、
製
造
業
、
貿
易
業
、
運

送
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
と
い
っ
た
他
業
界

の
躍
進
は
経
済
成
長
を
後
押
し
し
て
い

る
。
同
時
に
、
国
内
の
電
力
需
要
も
増

加
し
、
18
年
度
は
前
年
比
9
・
4
パ
ー

セ
ン
ト
の
伸
び
を
見
せ
た
が
、
国
内
電

力
生
産
の
増
加
率
は
5
・
6
パ
ー
セ
ン

ト
と
伸
び
悩
み
、
需
給
は
ひ
っ
迫
。
不

足
す
る
電
力
を
主
に
ロ
シ
ア
か
ら
の
輸

入
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　
ま
た
、
総
発
電
量
の
約
9
割
を
占
め

る
石
炭
火
力
発
電
で
は
、
火
力
発
電
所
、

上 ： ツェツィー風力発電所の変電所。電圧を調整する施設。下 ： 
風車1基あたりの出力は約2メガワット。年間を通して偏西風が吹く
ゴビ砂漠は風力発電に適している。

2012年、京都大学経済学部卒業。
東京大学経済学研究科修士課程修
了。モンゴル貿易開発銀行を経て、ク
リーン・エナジー・アジアに入社。銀
行時代に再生可能エネルギープロジェ
クトの融資に携わった経験を生かし
ツェツィー風力発電事業を担当する。

ファイナンスマネジャー
エンフトゥブシン・ トゥルボルドさん

Mongolia

モンゴル

人口の10倍以上の家畜を有する遊牧の
国。日本とは1972年に外交関係を樹立
し、民主主義国家となった90年以降、「総
合的パートナーシップ」の原則により、関
係が急速に拡大・深化している。

国名  ：モンゴル国
通貨 ： トグログ
人口 ：323万8,479人

（2018年、モンゴル国家統計局）
公用語 ：モンゴル語、カザフ語

首都：ウランバートル

＊1　インフラ整備、貧困削減、気候変動対策などの分野で開発効果の高い事業を行う日本企業などに対して、融資や出資のかたちで支援を行うスキーム。
技術協力の活用、民間金融機関や国際金融機関などとの連携により、開発効果をより高めつつ事業リスクの軽減などを目指すもの。＊２　モンゴル全体のCO2排出量（2016年）の約1%に相当する。国際エネルギー機関（IEA）Webデータより算出。
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